
―１章―
⃞教񀁰񀀮񀀱񀀵 問１ 遅れる。 振り子の支点からおもりの重心までの長さを短くする。

重力は，万有引力と遠心力の合力であり，緯度が高いほど大きく，緯度が低いほど小さく
なる。振り子時計の針は，単振り子の周期が短いほど速く進み，長いほど遅れる。⃞教񀁰񀀮񀀱񀀴⑵式
より，分母の重力加速度 񞌥が小さいほど，周期 񐁔は長くなる。沖縄県は北海道よりも緯度が低
いため，񞌥が小さくなる。すなわち，񐁔が長くなるため，振り子時計の針は遅れるようになる。
これを修正するためには，単振り子の支点からおもりの重心までの長さ 񐁬 を短くすればよい。

⃞教񀁰񀀮񀀲񀀴 問２ ⑴ 地殻中：񀀶񀀮񀀰 񀁫񀁭񀀯񀁳

マントル中：񀀸񀀮񀀵 񀁫񀁭񀀯񀁳

⑵ 񀀳񀀷 񀁫񀁭(񀀳񀀸 񀁫񀁭)

⑴ 地殻中： 񀀱񀀸񀀰〔񀁫񀁭〕
񀀳񀀰〔秒〕 񀀽񀀶񀀮񀀰〔񀁫񀁭/񀁳〕

マントル中： 񀀲񀀶񀀵〔񀁫񀁭〕񂈒񀀱񀀸񀀰〔񀁫񀁭〕
񀀴񀀰〔秒〕񂈒񀀳񀀰〔秒〕 񀀽񀀸񀀮񀀵〔񀁫񀁭/񀁳〕

⑵ ⃞教񀁰񀀮񀀲񀀳 式⑸より，񐁤񀀽
񀀱񀀸񀀰〔񀁫񀁭〕

񀀲 𮛑
񀀸񀀮񀀵〔񀁫񀁭񀀯񀁳〕񂈒񀀶񀀮񀀰〔񀁫񀁭񀀯񀁳〕
񀀸񀀮񀀵〔񀁫񀁭񀀯񀁳〕񀀫񀀶񀀮񀀰〔񀁫񀁭񀀯񀁳〕񀀽񀀳񀀷񀀮񀀳񀀵񂉒񀀳񀀷〔񀁫񀁭〕
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(別解) 地殻の厚さを 񐁤〔񀁫񀁭〕とし，𮛐 񀀲 񀀽񀀱񀀮񀀴񀀱と
する。震源から 񀀱񀀸񀀰 񀁫񀁭 の地点まで，地震波は右
図のように伝わる。地殻を伝わる直接波とマント
ルを伝わる屈折波は，񀀱񀀸񀀰 񀁫񀁭の地点で同時に到着
するため，

񀀱񀀸񀀰〔񀁫񀁭〕
񀀶񀀮񀀰〔񀁫񀁭񀀯񀁳〕񀀽

񀀲𮛐 񀀲 񐁤
񀀶񀀮񀀰〔񀁫񀁭񀀯񀁳〕񀀫

񀀱񀀸񀀰〔񀁫񀁭〕񂈒񀀲񐁤
񀀸񀀮񀀵〔񀁫񀁭񀀯񀁳〕

񐁤񀀽񀀳񀀷񀀮񀀵񀀹…񂉒񀀳񀀸〔񀁫񀁭〕

⃞教񀁰񀀮񀀲񀀵 問３
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図の面 񀁡に加わる力は，次のようになる。
氷床があるとき：
氷床による重力񀀫񀁁による重力
氷床が融けたとき：

񀁁による重力񀀫マントルによる重力
これらが等しいため，｢氷床による重力񀀽マントルによる重力」が成り立つ。
氷床の厚さを 񞍸 〔񀁭〕とすると⃞教񀁰񀀮񀀲񀀵⑹式より，

񀀰񀀮񀀹〔񀁧񀀯񀁣񀁭񎨳〕񀃗񞍸񀀽񀀳񀀮񀀳〔񀁧񀀯񀁣񀁭񎨳〕񀃗񀀳񀀰񀀰〔񀁭〕 よって，񞍸񀀽񀀱񀀱񀀰񀀰〔񀁭〕

⃞教񀁰񀀮񀀳񀀵 問４ 偏角・伏角・水平分力，偏角・伏角・全磁力
偏角・伏角・鉛直分力，偏角・水平分力・鉛直分力
偏角・水平分力・全磁力，偏角・全磁力・鉛直分力
ある地点における地磁気の強さと向きが決まる組み合わせは，񀀶通りある。伏角は全磁力・

水平分力・鉛直分力から求められるが，偏角は他の要素から定めることができない。そのため，
地磁気の三要素には，偏角が必ず含まれなければならない。
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―２章―
⃞教񀁰񀀮񀀴񀀹 問１ インド大陸がかつて南半球にあったこと。

地磁気の三要素の 񀀱つである伏角は，赤道付近では 񀀰񀂰に近く，高緯度ほど大きくなる。ま
た，北半球ではプラス(񀁎極が水平より下向き)，南半球ではマイナス(񀁎極が水平より上向き)
になる。そのため，残留磁気の伏角がマイナスということから，その地点がかつては南半球に
あったことがわかる。

⃞教񀁰񀀮񀀵񀀷 問２ 񀀴񀀮񀀶 񀁣񀁭񀀯年
񀀲񀀶񀀰万年かかって 񀀱񀀲񀀰 񀁫񀁭移動したので，
񀀱񀀲񀀰񀃗񀀱񀀰񎨵〔񀁣񀁭〕
񀀲񀀶񀀰񀃗񀀱񀀰񎨴〔年〕 񀀽񀀴񀀮񀀶񀀱…񂉒񀀴񀀮񀀶〔񀁣񀁭/年〕

⃞教񀁰񀀮񀀶񀀲 問３ 񀀱񀀱 񀁣񀁭񀀯年
地球の半径を 񐁒とすると，回転軸の極から 񀀹񀀰񀂰離れたところの円周の長さは 񀀲񐏀񐁒で表され

る。角度 񀀱񀂰に該当する距離は 񀀲񐏀񐁒
񀀳񀀶񀀰񀂰

で，これを 񀀱񀀰񎨶年で移動するので，

񀀲񀃗񀀳񀀮񀀱񀀴񀃗񀀶񀀮񀀴񀃗񀀱񀀰񎨸〔񀁣񀁭〕
񀀳񀀶񀀰񀂰

񀃗
񀀱

񀀱񀀰񀀰񀃗񀀱񀀰񎨴〔年〕񀀽񀀱񀀱񀀮񀀱…񂉒񀀱񀀱〔񀁣񀁭/年〕

―３章―
⃞教񀁰񀀮񀀸񀀲 問１ 񀀹񀀰万年

񀀱回の地震で 񀀲 񀁭高くなって標高 񀀹񀀰񀀰 񀁭になったため，地震の発生回数は 񀀹񀀰񀀰〔񀁭〕
񀀲〔񀁭〕 񀀽񀀴񀀵񀀰

〔回〕 である。地震の発生間隔は 񀀲񀀰񀀰񀀰年なので，
񀀴񀀵񀀰〔回〕񀃗񀀲񀀰񀀰񀀰〔年〕񀀽񀀹񀃗񀀱񀀰񎨵〔年〕
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